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 好きな玩具や遊びを通して、少しずつお友だち

と一緒に遊ぶ姿が見られるようになってきまし

た。「いっしょにあーそーぼー」「かーしーて」「い

いよ」などのやりとりも見られるようになり、お

友だちの名前も覚えてきてお互いを呼び合うこと

も出来るようになりました。時には泣いているお

友だちを見かけると、欲しがっていた玩具を探し

て持って来てくれたり、「どうしたの」とそっと駆

け寄ったりと仲睦まじい姿も見られています。 

 生活の流れがわかってきて、保育者がトイレ

に誘っても嫌がることなく来てくれています。 

 自分の力でオムツを履いてみようとしてみ

たり、お友だちが便座に座る姿を見て、同じよ

うに真似をして座ってみたりと、意欲的な姿が

見られるようになってきました。 

 「おしっこでたね」など、排尿した感覚が分

かるように声をかけたり、個々の排尿間隔を把

握しながらタイミングを見てさりげなく誘っ

てみたりして、無理のないように進めていくこ

とを大切にしています。 

 最初は出ても出ていなくてもまずは座って

みることが大事です。園と家庭での様子を伝え

合いながら、楽しくトイレに行ってみたいと思

えるような気持ちにしていきたいと思ってお

りますので、心配なことや聞きたいことなどあ

りましたらお気軽に担任までお声掛けくださ

い。 

・着替えなど、少しずつ自分の身の回りのことに

も挑戦して頑張ろうとする姿が見られるようにな

ってきました。それに伴い、着替えのしやすいサ

イズ感、形状を意識して選んで頂けますと、本人

たちの意欲をより向上させる事へとつながりま

す。 

・全てのオムツ（オムツ用ストック棚、着替えセ

ットも含む）に名前の記入をお願いします。 

ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたしま

す。 

ご質問などございましたら、お気軽に担任までお 

申し付けください。 

 

 
                                           

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

お ト イ レ い け る か な ？ 

も も ぐ み だ よ り 

今回は好きな柄の折り紙を選んでもらい、自分

でちぎって糊で貼ることに挑戦しました。「アリ

さんのごはんくらいね」と、糊の使う量を伝える 

と、しっかりと覚えて行っていました。集中す

るあまり、「もっとしたい」という子も♪じ

っくりと行えるよう、満足するまで制作を

することができましたよ！ 

ふくろうさん作ったよ」！ 

クラスからのお願い 

 涼しい秋風に、高く澄んだ空。本格的な秋の訪れに、子どもたちも伸び伸びと身体を動かすことを楽

しんでいます。この１０月で、今年度の折り返しを迎えます。より多くの思い出を子どもたちと一緒に

大切に過ごしていきたいと思います。 

一緒にあそぼう！ 


